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(57) 要約： 炭酸塩及び有機酸の配合 による血行促進効果 を十分 に発揮 させつつ、外観上にお ける安定性 と
ともに入浴時における肌感触 をも高める ことがで きる浴用剤組成物に関す る。 次の成分 （A ) 、 ( B )
及び （C ) ： ( A ) ジ ンセ ノシ ドR g 3 及び / "又 はジンセ ノシ ドR h 2 合計で 0 . 0 0 0 0 1 質量％
以上 0 . 5 質量％以下、 （B ) 炭酸塩 中の炭酸 ジアル カ リ金属塩の含有量が 3 0 質量％以上で ある炭酸
塩、及び （C ) 有機酸 を含有 し、ジンセ ノシ ドR b 2 、 R b 1 、 闩 及び 闩 と、ジンセ ノシ ドR g 3
及び R h 2 の質量比 （（R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3 + R 2 ) ) が 0 以上 3 0 以下である
浴用剤組成物。



明 細 書

発明の名称 ：浴用剤組成物

技術分野

[0001 ] 本発 明は、浴用剤組成物 に関する。

背景技術

[0002] 従来 よ り、炭酸塩 と有機酸 を配合 した浴用剤 は、浴水 中で炭酸 ガスの泡 を

発生 し、 かかる炭酸 ガスによって血行促進効果が得 られることか ら、優 れた

浴用剤 と して広 く知 られている。 また こう した浴用剤 に、 さ らに種 々の成分

を配合 することで、付加 的効果や相乗的効果 をもた らす研 究 もなされている

[0003] 例 えば、朝鮮 ニ ンジン等の生薬 は、炭酸塩 とコハ ク酸等の有機酸 を配合 し

たいわゆる発泡性 の浴用剤 に配合可能な成分 と して知 られてお り、 かかる成

分 を配合 することで、血行促進効果 と湯上が り肌の しっとり感効果 を相乗的

に高め ることので きる発泡性 の浴用剤 が開発 されている （特許文献 1 参照）

[0004] 朝鮮 ニ ンジンは、ォタネニ ンジン （Panax g i nseng) とも称 され、古 くか ら

知 られる薬用植物 である。薬効成分 と してはジンセ ノシ ドが知 られてお り、

これ までに 5 0 種以上のジンセ ノシ ドがォタネニ ンジンか ら単離 されている

。ォタネニ ンジン又 はジンセ ノシ ドの効果 と しては、 よ く知 られている強壮

作用 に加 え、近年では、抗腫瘍作用、抗動脈硬化 / 抗 高血圧作用、抗 ス トレ

ス作用、免疫調節作用、抗炎症 / 杭 ア レル ギー作用、抗糖尿病作用、 中枢神

経への作用、記憶や学習向上、神経保護、神経伝達物質放 出若 しくは取 り込

み作用等の多岐 にわたる効果が見出されている （非特許文献 1 、 2 ) 。

[0005] (特 許文献 1 ) 特 開昭 6 0 - 1 5 6 1 8 号公報

に非特許文献 1 ) Advances i n Food and Nut r i t i o n Research, 2009, 55

: 1-99

(非特許文献 2 ) Phytochem i c a Ana lys i s , 2008, 19 :2-1 6



発明の概要

[0006] 本発明は、次の成分 （A ) 、 （B ) 及び （C ) ：

( A ) ジンセノシ ドR g 3 及び/ 又はジンセノシ ドR h 2 合計で 0 . 0

0 0 0 1 質量％以上 0 . 5 質量％以下、

( B ) 炭酸塩中の炭酸ジァルカ リ金属塩の含有量が 3 0 質量％以上である

炭酸塩、及び

( C ) 有機酸

を含有 し、ジンセノシ ドR b 2 、 R b 1 、 。及び ¾ づと、ジンセノシ ドR

g 3 及び R h 2 の質量比 （（R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3 + R

h 2 ) ) が 0 以上 3 0 以下である浴用剤組成物 を提供するものである。

[0007] 従来のようなォタネニンジン等の生薬 と炭酸塩及び有機酸 を配合 した浴用

剤 において、単に上記のような成分を配合するのみでは、浴用剤 自体が着色

して しまう可能性が高 く、 また経時的に変色するおそれがあるとともに外観

上における安定性 も低下するおそれがある。 また、入浴時における肌感触 を

高めることに関 しても依然 と して検討の余地があ り、期待する付加的効果や

相乗的効果を十分に享受できない可能性がある。

[0008] したがって、本発明は、炭酸塩及び有機酸の配合 による血行促進効果を十

分に発揮 させつつ、外観上における安定性 とともに着色や変色を抑制 し、入

浴時における肌感触 をも高めることができる浴用剤組成物 に関する。

[0009] そ こで本発明者 らは、種 々検討 したところ、主 と してォタネニンジンに含

まれることで知 られるジンセノシ ドのうち、特定の 2 種のものを特定の量比

となるように含有 し、特定の炭酸塩 を用いることにより、炭酸ガスの発生に

よる血行促進効果を相乗的に高めなが ら外観上における安定性の向上を図る

ことができ、 また入浴時における肌感触 をも良好なものとすることができる

浴用剤組成物が得 られることを見出 し、本発明を完成 した。

[001 0] 本発明の浴用剤組成物 によれば、炭酸塩及び有機酸 と相 まって血行促進効

果を相乗的に高めるとともに、外観上における安定性 をも高めて、浴用剤組

成物の着色や経時的な変色を有効 に抑制することができる。 また、入浴時に



おける肌の感触 を潤 いのある油性感の高い滑 らかな もの とすることがで きる

発明の詳細な説明

[001 1] 以下、本発 明について詳細 に説明する。

本発 明の浴用剤組成物 は、 ジンセ ノシ ドR g 3 及び / 又 はジンセ ノシ ドR

h 2 ( A ) を 0 . 0 0 0 0 1 質量％以上 0 . 5 質量％以下含有 する。 ジンセ

ノシ ドR g 3 及び ジンセ ノシ ドR h 2 は、ォタネニ ンジンの有効成分 と して

も知 られるものであ り、 ジンセ ノシ ドR g 3 は下記式 （1 ) で表 され、 ジン

セ ノシ ドR h 2 は下記式 （2 ) で表 されるものである。

[001 2] [ 化 1]

[001 3] [ 化 2]

• · · ( 2 )

[0014] 成分 （A ) のジンセ ノシ ドR g 3 及び ジンセ ノシ ドR h 2 は、 いずれ も効

果的に作用 して、血行促進効果 を発揮 することがで き、後述する成分 （B )

の炭酸塩及び成分 （C ) の有機酸 とともに配合 して炭酸 ガスを発生 させ るこ



とによ り、 これ らが相 まって血行促進効果 を高め る ことが可能 とな る。 また

、 外観上 における安定性 を高め、浴用剤組成物 の着色 を防止す るだ けでな く

、経 時的 に変色 す るの を有効 に抑制 す る こともで きる。 さ らに、 入浴時 にお

ける肌 の感触 を、潤 いのあ る油性 感の高 い滑 らかな もの、 すなわち浴水 中で

肌 に触 れた ときに、 うつす らと油膜 で覆 われた よ うな程 よいぬめ り感 を実感

す る ことがで き、 き しき しとす るよ うな摩擦 感 を抑制 す る ことがで きる。 こ

れ らジ ンセ ノシ ドR g 3 及び ジ ンセ ノシ ドR h 2 は、 一方 を単独 で用 いて も

よ く、双方 を ともに用 いて もよい。 なかで も、血行促進効果 を相乗 的 に高め

る観 点、及び着色や変色 の抑制効果 を高め る観 点か ら、 ジ ンセ ノシ ドR g 3

が好 ま しい。

[001 5] 成 分 （A ) の含有量 は、血行促進効果及び入浴時 における肌 の感触 を良好

な もの とす る効果 を高め る観 点、及び着色や変色 の抑制効果 を高め る観 点か

ら、本発 明の浴用剤組成物 中に、合計 で 0 . 0 0 0 0 1 質量％以上 であ って

、 好 ま しくは 0 . 0 0 0 0 2 質量％以上 であ り、 よ り好 ま しくは 0 . 0 0 0

0 3 質量％以上 でぁ る。成分 （A ) の含有量 は、炭酸 ガスの発 生 を確保 す る

観 点、及び着色や変色 の抑制効果 を良好 に保持 す る観 点か ら、本発 明の浴用

剤組成物 中に、合計 で 0 . 5 質量％以下であ って、 好 ま しくは 0 . 3 質量％

以下であ り、 よ り好 ま しくは 0 . 1 質量％以下であ る。 また、成分 （A ) の

含有量 は、本発 明の浴用剤組成物 中に、合計 で 0 . 0 0 0 0 1 〜 0 . 5 質量

% であ って、 好 ま しくは 0 . 0 0 0 0 2 〜 0 . 3 質量％であ り、 よ り好 ま し

くは 0 . 0 0 0 0 3 〜 0 . 1 質量％であ る。

[001 6] ジ ンセ ノシ ドR b 2 、 R b 1 、 。及び ¾ づは、成分 （A ) の ジ ンセ ノシ

ドR g 3 及び R h 2 とともに、 ォ タネニ ンジ ンに含 まれ得 る成分 と して も知

られ る。本発 明の浴用剤組成物 において、 ジ ンセ ノシ ドR b 2 、 R b 1 、 R

c 及び R d と、成分 （A ) の ジ ンセ ノシ ドR g 3 及び R h 2 の質量比 （（R

b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3 + R h 2 ) ) は、着色や変色 の抑制

効果 を高め る観 点か ら、 0 以上 であ って、着色や変色 の抑制効果 を良好 に保

持 す る観 点か ら、 3 0 以 下であ って、 好 ま しくは 2 0 以 下であ り、 よ り好 ま



しくは 1 0 以下であ り、 さ らに好 ま しくは 7 以下であ り、 またさ らに好 ま し

くは 3 以下であ り、 ことさ らに好 ま しくは 1 以下である。 ジンセ ノシ ドR b

2 、 R b 1 、 R c 及び R d と、 ジンセ ノシ ドR g 3 及び R h 2 の質量比 （（

R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3 + R h 2 ) ) は、 0 〜 3 0 であ つ

て、好 ま しくは 0 〜 2 0 であ り、 よ り好 ま しくは 0 〜 1 0 であ り、 さ らに好

ま しくは 0 〜 7 であ り、 またさ らに好 ま しくは 0 〜 3 であ り、 ことさ らに好

ま しくは 0 〜 1 である。

[001 7] ジ ンセ ノシ ドR b 2 、 R b 1 、 R c 及び R d は、各 々下記式 （3 ) 、 （4

) 、 （5 ) 及び （6 ) で表 され るものであ る。

[001 8] [ 化 3]

[001 9] [ 化4]

( 4 )

[0020]



[ 化 5]

[0021 ] [ 化6]

( 6 )

[0022] 例 えば、ジンセノシ ドをォタネニンジンか ら抽出する場合、通常、ジンセ

ノシ ドR g 3 及び R h 2 だけでな く、複数種のジンセノシ ドが混在 して抽出

される。 しか しなが ら、本発明では、ジンセノシ ドR g 3 及び R h 2 に着 目

し、 これ らを特定の含有量 と しつつ （R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R

g 3 + R h 2 ) を上記範囲とすることにより、ジンセノシ ドR g 3 及び R h

2 による血行促進効果、着色や変色の抑制効果、及び入浴時における肌の感

触 を良好なものとする効果を十分に享受することが可能 となる。

[0023] なお、例えば、ジンセノシ ドをォタネニンジンか ら抽出することによって

成分 （A ) を得 る場合、 （R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3 + R h



2 ) を上 記 範 囲 とす る に は、 高 温 高 圧 下 で抽 出 す る方 法 、 酵 素 を用 い て抽

出 す る方 法 、 食 酢 ゃ鉱 酸 等 の酸 を用 い て抽 出 す る方 法 、 又 は イオ ン交 換 樹 脂

を用 い て抽 出 す る方 法 等 を採 用 して上 記 範 囲 と して も よ い。 具 体 的 に は、 例

え ば、 Panax g i nseng の根 を原 料 と し、 抽 出溶 媒 と して水 、 エ タ ノール 、 2 _

プ ロパ ノール 、 プタ ノ一ル 、 又 は これ らの混 合 溶 媒 を用 い、 温 度 6 0 〜 1 0

0 °C に て、 0 . 5 〜 4 0 時 間 か けて抽 出 す る。 抽 出溶 媒 と して は水 が 好 ま し

く、 抽 出温 度 は 9 0 〜 1 0 0 °C 、 抽 出時 間 は 2 0 〜 4 0 時 間 とす る こ とが 好

ま しい。 抽 出 され た抽 出物 を、 ダ イ ヤ イオ ン H P 2 0 等 の 芳 香 族 系 カ ラム や

H P L C 〇 D S カ ラム な どを用 い た カ ラム ク ロマ 卜グ ラ フ ィ一 に よ り分 離 す

る こ とに よ り単 離 して、 （R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3 + R h

2 ) を上 記 範 囲 に調 整 す る こ とが で きる。 また、 ォ タ ネ ニ ンジ ン （Panax g i ns

eng) の他 に、 Panax notog i nseng Panax b i p i nnat i f i dus 、 Panax j apon i cus

、 Panax q u i nquef o しιus、 Panax v i etnamens i s Panax ang i anus Panax z i n

g i berens i s、 Panax pseudog i nseng 、 Panax s t u leanatus Panax t r f o i us

等 か らも抽 出 して上 記 範 囲 と して も よ い。

[0024] 本 発 明 の浴 用剤 組 成 物 は、 炭 酸 塩 中 の炭 酸 ジ ァル カ リ金 属 塩 の含 有 量 が 3

0 質 量 ％ 以 上 で あ る炭 酸 塩 （B ) を含 有 す る。 成 分 （B ) は、 本 発 明 の浴 用

剤 組 成 物 を浴 水 に投 入 した と きに、 後 述 す る成 分 （C ) の有 機 酸 と と も に炭

酸 ガ ス を発 生 させ て、 血 行 促 進 効 果 を もた ら し、 皮 膚 に良 好 な温 ま り感 を付

与 す る こ とが で きる。 か か る炭 酸 ジ アル カ リ金 属 塩 と して は、 炭 酸 ナ 卜リウ

厶、 及 び 炭 酸 力 リゥ厶 か ら選 ば れ る 1 種 又 は 2 種 が挙 げ られ、 高 い保 存 安 定

性 を確 保 す る観 点 か ら、 炭 酸 ナ 卜リゥ厶 が 好 ま しい。

[0025] 炭 酸 塩 （B ) 中 の炭 酸 ジ アル カ リ金 属 塩 の含 有 量 は、 外観 上 に お け る安 定

性 を確 保 して着 色 や 変 色 の抑 制 効 果 を高 め る観 点 か ら、 3 0 質 量 ％ 以 上 で あ

つて、 好 ま しくは 4 0 質 量 ％ 以 上 で あ り、 よ り好 ま しくは 5 0 質 量 ％ 以 上 で

あ る。 炭 酸 塩 （B ) 中 の炭 酸 ジ アル カ リ金 属 塩 の含 有 量 は、 外観 上 に お け る

安 定性 を確 保 す る観 点、 及 び 良 好 な着 色 や 変 色 の抑 制 効 果 を保 持 す る観 点、

浴 水 へ の溶 解 性 を高 め る観 点 か ら、 好 ま しくは 1 0 0 質 量 ％ 以 下 で あ り、 よ



り好ましくは 9 9 質量％以下であり、さらに好ましくは 9 5 質量％以下であ

る。また、炭酸塩 （B ) 中の炭酸ジアルカリ金属塩の含有量は、 3 0 質量％

以上であって、好ましくは3 0 〜 1 0 0 質量0/ 0であり、より好ましくは4 0

〜 1 0 0 質量％でぁリ、さらに好ましくは4 0 〜 9 9 質量％であり、さらに

好ましくは 5 0 〜 9 5 質量％である。

[0026] 本発明の浴用剤組成物は、成分 （B ) 中に炭酸ジアルカリ金属塩以外の炭

酸塩、すなわち炭酸水素ナ トリウム、炭酸水素カリウム等の炭酸モノアル力

リ金属塩、並びに炭酸カルシウム等の二価以上の金属の炭酸塩から選ばれる

1種又は 2 種以上を含んでもよい。なかでも、炭酸ジアルカリ金属塩以外の

炭酸塩としては、炭酸ガス発生量を確保する観点から、炭酸モノアルカリ金

属塩が好ましく、炭酸水素ナ 卜リゥ厶及び炭酸水素力リゥ厶から選ばれる 1

種又は 2 種であるのがより好ましい。炭酸モノアル力リ金属塩の含有量は、

炭酸ガス発生量を確保する観点、及び外観上における安定性を確保する観点

から、成分 （B ) 中に、好ましくは 6 0 質量％以下であり、より好ましくは

5 0 質量％以下である。

[0027] 成分 （B ) の炭酸塩の含有量は、炭酸ガス発生量を確保 して、十分な血行

促進効果をもたらす観点、及び着色や変色の抑制効果を高める観点から、本

発明の浴用剤組成物中に、好ましくは 2 0 質量％以上であり、より好ましく

は 2 5 質量％以上であり、さらに好ましくは3 0 質量％以上である。成分 （

B ) の炭酸塩の含有量は、炭酸ガス発生量を確保する観点、十分な血行促進

効果をもたらす観点、及び着色や変色の抑制効果を良好に保持する観点から

、本発明の浴用剤組成物中に、好ましくは 7 0 質量％以下であり、より好ま

しくは 6 5 質量％以下であり、さらに好ましくは 6 0 質量％以下である。ま

た、成分 （B ) の炭酸塩の含有量は、本発明の浴用剤組成物中に、好ましく

は 2 0 〜 7 0 質量％であり、より好ましくは 2 5 〜 6 5 質量％であり、さら

に好ましくは3 0 〜 6 0 質量％である。

[0028] また、成分 （A ) のジンセノシ ドR g 3 及び R h 2 と成分 （B ) の質量比

( ( R g 3 + R h 2 ) ( B ) ) は、血行促進効果及び着色や変色の抑制効



果をともに高める観点から、好ましくは0 . 0 0 0 5 X 1 0 - 3以上であり、よ

り好ましくは0 . 0 0 2 5 X 1 0 - 3以上であり、さらに好ましくは0 . 0 2 X

1 0 - 3以上である。成分 （A ) のジンセノシ ドR g 3 及び R h 2 と成分 （B )

の質量比 （（R g 3 + R h 2 ) ( B ) ) は、良好な血行促進効果及び着色

や変色の抑制効果をバランスよく保持する観点から、好ましくは3 X 1 0 - 3以

下であり、より好ましくは 2 . 5 X 1 0 - 3以下であり、さらに好ましくは 2 X

1 0 - 3以下である。成分 （A ) のジンセノシ ドR g 3 及び R h 2 と成分 （B )

の質量比 （（R g 3 + R h 2 ) ( B ) ) は、好ましくは0 . 0 0 0 5 X 1

0 - 3〜 3 X 1 0 - 3であり、より好ましくは0 . 0 0 2 5 X 1 0 - 3〜 2 . 5 X 1

0 - 3であり、さらに好ましくは0 . 0 2 X 1 0 - 3〜 2 X 1 0 - 3である。

[0029] 本発明の浴用剤組成物は、有機酸 （C ) を含有する。かかる成分 （C ) と

しては、 リンゴ酸、酒石酸、クェン酸、マレイン酸、コハク酸、フタル酸、

フマル酸、グルタル酸、アジピン酸、安息香酸、サ リチル酸及びシユウ酸等

の室温 （2 5 °C ) で固体の有機酸が好ましい。これらは 1種単独で用いても

よく、 2 種以上組み合わせて用いてもよい。なかでも、外観上における安定

性を確保する観点から、クェン酸、 リンゴ酸、コハク酸、及びフマル酸から

選ばれる 1種又は 2 種以上が好ましい。

[0030] 成分 （C ) の含有量は、炭酸ガス発生量を確保 して、十分な血行促進効果

をもたらす観点、及び着色や変色の抑制効果を高める観点から、本発明の浴

用剤組成物中に、好ましくは 2 0 質量％以上であり、より好ましくは 2 5 質

量％以上であり、さらに好ましくは3 0 質量％以上である。成分 （C ) の含

有量は、炭酸ガス発生量を確保 して、十分な血行促進効果をもたらす観点、

及び着色や変色の抑制効果を良好に保持する観点から、本発明の浴用剤組成

物中に、好ましくは 7 0 質量％以下であり、より好ましくは 6 5 質量％以下

であり、さらに好ましくは 6 0 質量％以下である。また、成分 （C ) の含有

量は、本発明の浴用剤組成物中に、好ましくは 2 0 〜 7 0 質量％であり、よ

り好ましくは 2 5 〜 6 5 質量％であり、さらに好ましくは3 0 〜 6 0 質量％

である。



[0031 ] 本発明の浴用剤組成物は、 さらに色素 （D ) を含有 してもよ く、例えば、

0 . 0 0 0 1 質量％以上 5 . 0 質量％以下含有するこ とが可能であ り、 0 .

5 質量％以下含有することがより好ま しく、 0 . 0 5 質量％以下含有するこ

とがさらに好ま しく、或いは （D ) 色素を含有 しないことが好ま しい。本発

明の浴用剤組成物は、上記特定量の成分 （A ) と成分 （B ) 及び成分 （C )

を含有 し、かつ上記 （R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3 + R h 2 )

が特定の範囲内であることにより、外観上の安定性が高 く、浴用剤組成物の

着色や経時的な変色を有効 に抑制することができるので、成分 （D ) の色素

の含有量を低減することが可能であ り、或いは含有する必要がな く、良好な

色合いを長期間に亘 り保持することができる。

[0032] 成分 （D ) の色素 とは、顔料 をも含む意味であ り、かかる成分 （D ) と し

ては、具体的には、厚生労働省令タール色素別表 I 及び I I で定める青色 1

号、赤色 1 0 6 号、赤色 2 号、黄色 4 号、黄色 2 0 2 ( 1 ) 号、緑色 3 号等

のタール色素 ；食品添加物 と して認め られているクロロフィル、 リボフラビ

ン、 アンナ ッ ト等の天然色素 ；酸化チタン、酸化亜鉛、タルク、カオ リン、

ベ ン トナイ ト、雲母チタン等の顔料等が挙 げられる。 これ らの色素は、 1 種

単独で用いてもよ く、 2 種以上組み合わせて用いてもよい。

[0033] 本発明の浴用剤組成物は、浴水 に投入 した際に上記各成分の分散性 を高め

る観点か ら、水溶性高分子 （E ) を含有することが好ま しい。かかる成分 （

E ) と しては、例えば、 にかわ、ゼラチン、 コラーゲンタンパク、カゼイン

、 アルギン酉愛ナ トリウム、カラギ一ナン、 ファーセ レラン、タマ リン ドガ厶

、ぺクチン、 アラビアガム、 グァ一ガム、キサンタンガム、 卜ラガン 卜ガム

、 口一カス トビーンガム、デキス 卜リン、デキス トラン、寒天、澱粉等の天

然水溶性高分子 ；カルボキシメチルセル ロース、 メチルセル ロース、 ヒ ドロ

キシェチルセル ロース、 ヒ ドロキシプロピルセル ロース、酢酸 フタル酸セル

ロース、 アルギン酸 プロピレング リコールエステル、酸化澱粉、エステル化

澱粉、ェ一テル化澱粉、カチオン澱粉等の半合成水溶性高分子 ；ポ リァク リ

ル酸 ソ一ダ、ポ リエチ レンィミン、ポ リビニルアル コール、ポ リエチ レング



リコール、ポリビニルピロリドン等の合成水溶性高分子等が挙げられる。こ

れらは 1種単独で用いてもよく、 2 種以上組み合わせて用いてもよい。なか

でも、ポリエチレングリコール、及びデキス 卜リンから選ばれる 1種又は2

種が好ましく、ポリエチレングリコ一ルがより好ましい。

[0034] また、着色や変色の抑制効果を高める観点から、成分 （B ) 以外の成分が

、成分 （E ) により被覆されてなることが好ましい。成分 （B ) 以外の成分

としては、成分 （B ) との隔離性を確保 して炭酸ガス発生量を高めつつ、良

好な保存安定性を保持する観点から、成分 （C ) の有機酸であることが好ま

しい。成分 （B ) 以外の成分を被覆する場合における成分 （E ) としては、

ポリエチレングリコールが好ましい。被覆されてなる成分 （B ) 以外の成分

と、かかる成分を被覆 してなる成分 （E ) との質量比 （被覆されてなる成分

/ 被覆成分 （E ) ) は、好ましくは4 〜 9 0 であり、より好ましくは6 〜 4

0 である。成分 （B ) 以外の成分を成分 （E ) で被覆するには、これらを混

合 した後、押出造粒機や転動造粒機等を用いて造粒することが好ましい。

[0035] なお、成分 （E ) により被覆されてなる成分 （B ) 以外の成分を用いる場

合、本発明の浴用剤組成物は、その他の成分として、さらに成分 （E ) を含

有することができる。成分 （E ) のうち、成分 （B ) 以外の成分を被覆する

成分 （E ) と、本発明の浴用剤組成物中におけるその他の成分としての成分

( E ) とは、同一であってもよく異なっていてもよい。

[0036] 成分 （E ) の含有量は、各成分の分散性を高める観点から、本発明の浴用

剤組成物中に、合計で、好ましくは0 . 5 質量％以上であり、より好ましく

は 1質量％以上であり、さらに好ましくは3 質量％以上であり、ことさらに

好ましくは5 質量％以上である。成分 （E ) の含有量は、炭酸ガス発生量を

確保する観点から、本発明の浴用剤組成物中に、合計で、好ましくは3 0 質

量％以下であり、より好ましくは2 5 質量％以下である。

[0037] 本発明の浴用剤組成物には、その他上記成分以外の成分として、通常浴用

剤に用いられる成分、例えば、非イオン界面活性剤、炭酸塩以外の無機塩類

、ビタミン類、蛋白分解酵素、殺菌防腐剤、賦形剤、香料、生薬等を適宜含



有 させてもよい。なかでも、良好な着色や変色の抑制効果を高める観点か ら

、吸液性 を有する無水ケィ酸等や、水 を結晶水 と して保持することが可能な

硫酸ナ 卜リゥ厶等を含有 させることが好ま しい。

[0038] 本発明の浴用剤組成物は、十分に混合 した後、押出造粒等の圧縮造粒方法

や、 プレス打錠機やプ リケッ 卜マ シー ンを用いた圧縮成形法等の常法に従 つ

て製造することもでき、その形態は粉末、顆粒、粒状、 プ リケッ 卜錠、錠剤

等のいずれであってもよい。 また、成分の一部 を予め造粒あるいは成型 して

、その余の成分 と混合 した後 に成形 した形態であってもよ く、例えば、成分

( B ) 以外の成分を成分 （E ) により被覆する場合 には、予め これ らの成分

を混合 した後 に造粒 し、次いでその余の成分 と混合すればよい。

[0039] 本発明の浴用剤組成物は、浴水 に溶解 して炭酸ガスの泡を発生させ、かか

る浴水 に身体の少な くとも一部 を浸潰 して使用する。浸漬する身体の部位は

、身体全体を浸漬する全身浴であってもよ く、首や肩、手や腕、足や脚等、

身体の一部のみであってもよい。なかでも、本発明の浴用剤組成物は、角質

層の厚い身体の部位であっても、良好に血行促進効果を及ぼ し、肌感触の良

さを実感することができる観点か ら、足を浸漬 して使用するための足浴剤 と

して最適である。

[0040] 本発明の浴用剤組成物 による血行促進効果や入浴時における肌感触 を高め

る効果をさらに向上させるためには、本発明の浴用剤組成物が浴水の P H を

4 〜 7 とするものであることが好ま しく、 さらに p H 4 . 5 〜 6 . 5 とする

ものであることが好ま しい。

[0041 ] 本発明の浴用剤組成物 による血行促進効果をさらに向上させるためには、

本発明の浴用剤組成物が浴水の炭酸ガス濃度 を 3 0 p p m以上 とするもので

あることが好ま しく、 さらに 6 0 p p m以上 とするものであることが好ま し

い。

[0042] 本発明の浴用剤組成物 による血行促進効果や入浴時における肌感触 を高め

る効果を十分に享受するには、入浴温度は、好ま しくは 3 0 〜 4 5 °C である

。 また、 1 回の入浴時間は、好ま しくは 3 分以上であ り、 より好ま しくは 5



分以上であり、さらに好ましくは 1 0 分以上であるのがよい。

[0043] 上述 した本発明の実施態様に関 し、さらに以下の浴用剤組成物を開示する

[ ] 次の成分 （A ) 、 ( B ) 及び （C ) ：

( A ) ジンセノシ ドR g 3 及び/ 又はジンセノシ ドR h 2 合計で 0 . 0

0 0 0 1 質量％以上 0 . 5 質量％以下、

( B ) 炭酸塩中の炭酸ジァルカリ金属塩の含有量が 3 0 質量％以上である

炭酸塩、及び

( C ) 有機酸

を含有 し、ジンセノシ ドR b 2 、 R b 1、 。及び ¾ づと、ジンセノシ ドR

g 3 及び R h 2 の質量比 （（R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3 + R

h 2 ) ) が 0 以上 3 0 以下である浴用剤組成物。

[ 2 ] 成分 （A ) の含有量は、合計で、好ましくは0 . 0 0 0 0 2 質量％

以上であり、好ましくは0 . 3 質量％以下である上記 [ 1 ] の浴用剤組成物

[ 3 ] 質量比 （（R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3 + R h 2 ) )

は、好ましくは 2 0 以下であり、より好ましくは 1 0 以下であり、さらに好

ましくは 7 以下であり、またさらに好ましくは3 以下であり、ことさらに好

ましくは 1以下である上記 [ 1 ] 又は [ 2 ] の浴用剤組成物。

[0044] [ 4 ] 成分 （B ) 中の炭酸ジアルカリ金属塩の含有量は、好ましくは4 0

質量％以上であり、より好ましくは 5 0 質量％以上であり、また、好ましく

は 1 0 0 質量％以下であり、より好ましくは 9 9 質量％以下であり、さらに

好ましくは 9 5 質量0/ 0以下である上記 [ 1 ] 〜 [ 3 ] いずれか 1 の浴用剤組

成物。

[ 5 ] 炭酸ジァルカリ金属塩は、好ましくは炭酸ナ トリウム、及び炭酸力

リゥ厶から選ばれる 1種又は 2 種であり、より好ましくは炭酸ナ トリウムで

ある上記 [ 1 ] 〜 [ 4 ] いずれか 1 の浴用剤組成物。

[ 6 ] 成分 （B ) 中における炭酸ジアルカリ金属塩以外の炭酸塩は、好ま



しくは炭酸 モ ノアル力 リ金属塩、及び二価以上の金属の炭酸塩か ら選ばれる

種又は 2 種以上であ り、 よ り好 ま しくは炭酸 モノアル力 リ金属塩であ り、

さ らに好 ま しくは炭酸水素ナ 卜リゥ厶及び炭酸水素力 リゥ厶か ら選ばれる 1

種又は 2 種以上である上記 [ 1 ] 〜 [ 5 ] いずれか 1 の浴用剤組成物。

[ 7 ] 成分 （B ) の含有量は、好 ま しくは 2 0 質量％以上であ り、 よ り好

ま しくは 2 5 質量％以上であ り、 さ らに好 ま しくは 3 0 質量％以上であ り、

また、好 ま しくは 7 0 質量％以下であ り、 よ り好 ま しくは 6 5 質量％以下で

あ り、 さ らに好 ま しくは 6 0 質量％以下である上記 [ 1 ] 〜 [ 6 ] いずれか

の浴用剤組成物。

[ 8 ] 成分 （A ) のジンセ ノシ ドR g 3 及び R h 2 と成分 （B ) の質量比

( ( R g 3 + R h 2 ) ( B ) ) は、好 ま しくは 0 . 0 0 0 5 X 1 0 - 3以上で

あ り、 よ り好 ま しくは 0 . 0 0 2 5 X 1 0 - 3以上であ り、 さ らに好 ま しくは 0

. 0 2 X 1 0 - 3以上であ り、 また、好 ま しくは 3 X 1 0 - 3以下であ り、 よ り好

ま しくは 2 . 5 X 1 0 - 3以下であ り、 さ らに好 ま しくは 2 X 1 0 - 3以下であ

る上記 [ 1 ] 〜 [ 7 ] いずれか 1 の浴用剤組成物。

[ 9 ] 成分 （C ) は、好 ま しくは リンゴ酸、酒石酸、 クェン酸、マ レイン

酸、 コハ ク酸、 フタル酸、 フマル酸、 グルタル酸、 アジ ピン酸、安息香酸、

サ リチル酸及びシユウ酸か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上であ り、 よ り好 ま し

くはクェン酸、 リンゴ酸、 コハ ク酸、及び フマル酸か ら選ばれる 1 種又は 2

種 である上記 [ 1 ] 〜 [ 8 ] いずれか 1 の浴用剤組成物。

[ 0 ] 成分 （C ) の含有量は、好 ま しくは 2 0 質量％以上であ り、 よ り

好 ま しくは 2 5 質量％以上であ り、 さ らに好 ま しくは 3 0 質量％以上であ り

、 また、好 ま しくは 7 0 質量％以下であ り、 よ り好 ま しくは 6 5 質量％以下

であ り、 さ らに好 ま しくは 6 0 質量％以下である上記 [ 1 ] 〜 [ 9 ] いずれ

か 1 の浴用剤組成物。

[ さ らに、色素 （D ) を含有する、或いは色素 （D ) を含有 しない

、上記 [ 1 ] 〜 [ 1 0 ] いずれか 1 の浴用剤組成物。

[ 1 2 ] 成分 （D ) は、好 ま しくはタール色素、天然色素、及び顔料か ら



選ばれる 1種又は 2 種以上であり、より好ましくは青色 1号、赤色 1 0 6 号

、赤色 2 号、黄色 4 号、黄色 2 0 2 ( 1 ) 号、緑色 3 号等のタール色素、ク

ロロフィル、 リボフラビン、アンナット等の天然色素、酸化チタン、酸化亜

鉛、タルク、カオ リン、ベン トナイ ト、雲母チタン等の顔料から選ばれる 1

種又は 2 種である上記 [ 1 1 ] の浴用剤組成物。

[ 3 ] 成分 （D ) の含有量は、 0 . 0 0 0 1 質量％以上 5 . 0 質量％以

下含有することが好ましく、 0 . 5 質量％以下含有することがより好ましく

、 0 . 0 5 質量％以下含有することがさらに好ましく、或いは （D ) 色素を

含有 しないことが好ましい上記 [ 1 1 ] 又は [ 1 2 ] の浴用剤組成物。

[0045] [ 1 4 ] さらに、水溶性高分子 （E ) を含む上記 [ 1 ] 〜 [ 1 3 ] いずれ

か 1 の浴用剤組成物。

[ 5 ] 成分 （E ) の含有量は、好ましくは0 . 5 質量％以上であり、よ

り好ましくは 1質量％以上であり、さらに好ましくは3 質量％以上であり、

ことさらに好ましくは 5 質量％以上であり、また、好ましくは3 0 質量％以

下であり、より好ましくは 2 5 質量％以下である上記 [ 1 4 ] の浴用剤組成

物。

[ 1 6 ] 成分 （E ) は、好ましくは天然水溶性高分子、半合成水溶性高分

子、及び合成水溶性高分子から選ばれる 1種又は 2 種以上であり、より好ま

しくはポ リエチレングリコ一ル、及びデキス 卜リンから選ばれる 1種又は 2

種であり、さらに好ましくはポ リエチレングリコールである上記 [ 1 4 ] 又

は [ 1 5 ] の浴用剤組成物。

[ 7 ] 成分 （B ) 以外の成分が、成分 （E ) により被覆されてなる上記

[ 1 4 ] 〜 [ 1 6 ] いずれか 1 の浴用剤組成物。

[ 8 ] 成分 （B ) 以外の成分が、成分 （C ) である上記 [ 1 7 ] の浴用

剤組成物。

[ 1 9 ] さらに、油性成分を含有する上記 [ 1 ] 〜 [ 1 8 ] いずれか 1 の

浴用剤組成物。

[0046] [ 2 0 ] 油性成分の含有量は、好ましくは 1 0 質量％以下であり、より好



ま しくは 5 質量％以下である上記 [ 1 9 ] の浴用剤組成物。

[ 2 1 ] 組成物の p H が、好ま しくは 4 〜 7 であ り、 より好ま しくは 4 .

5 〜 6 . 5 である上記 [ 1 ] 〜 [ 2 0 ] いずれか 1 の浴用剤組成物。

[ 2 2 ] 足浴剤である上記 [ 1 ] 〜 [ 2 1 ] いずれか 1 の浴用剤組成物。

[ 2 3 ] 足浴のための上記 [ 1 ] 〜 [ 2 1 ] いずれか 1 の浴用剤組成物の

使用。

[ 2 4 ] 着色及び変色が抑制 された浴用剤組成物 を製造するための、上記

[ ] 〜 [ 2 1 ] いずれか 1 の浴用剤組成物の使用。

[0047] 以下、本発明について、実施例 に基づき具体的に説明する。なお、表中に

特 に示さない限 り、各成分の含有量は質量％を示す。

[0048] [製造例 1 ：エキスの抽出]

チ ヨゥセンニンジン （P a n a x g i n s e n g ) の根 （中国産） 1 0

0 g に水 8 5 0 m L を加え、 1 0 0 °C で 3 0 時間抽出 し、 ろ過後濃縮 して二

ンジンエキスを得た。

[0049] [製造例 2 ：フマル酸 P E G コ一 卜造粒物の作製 ]

7 . 6 k g のフマル酸 と0 . 4 k g の P E G 6 0 0 0 をヘ ンシェル ミキサ

- ( F M 2 0 B 型）に投入 し、加熱 して 7 0 °C になるまで混合 し、その後冷

却 して造粒物 を得た。 フマル酸 と P E G の質量比 （フマル酸 / P E G ) は、

9 5 / 5 であった。

[0050] [ 実施例 1 〜 1 6 、比較例 1 〜 3 ]

表 2 〜 3 に示す処方に したがい、製造例 1 で得 られたエキスを用いて各成

分を混合 し、 1 錠 4 5 g の発泡錠剤 に圧縮成形 して浴用剤 を得た。なお、浴

用剤中におけるジンセノシ ドR g 3 、 R h 2 、 R b 2 、 R b 1、 R c 及び R

d の量は、高速液体クロマ トグラフィー （H P L C ) を下記表 1 に示す条件

下で用いて分析することにより求めた。

H P L C 条件

[0051 ]



[表 1]

溶媒：A:0.01 ¾TFA/H 2O、B:CH 3CN

カラム：Poroshell 120 2.7 µ m 3.0*75
カラム温度：40°C
検出：UV(21 0nm)
流速：1mL/min
サンプル注入量：10バL

[0052] 得 られた浴用剤を用い、下記方法にしたがって各評価を行った。結果を表

2 〜 3 に示す。

[0053] 《血行促進効果の評価》

4 0 °Cの湯 6 L に各浴用剤 4 5 g を投入 して、炭酸ガス濃度 1 0 0 0 p p

m、 p H 5 . 1 とした浴湯へ、 5 名の被験者に、 1 5 分間足首から下の部分

を浸潰 して足浴 してもらい、足浴を開始する前と、足浴直後の皮膚血流量 （

m L m i n ) を測定 し、足浴を開始する前の個々の血流量を 1 0 0 として

、足浴開始 1 5 分後の個々の血流量を指数表示 し、 5 人の平均値を算出した

。なお、皮膚血流量は、足背部に電極を装着 し、 レ一ザ一 ドップラー血流計

( A L F 2 1 、 （株）ア ドバ ンス社製）を用いて測定 した。

[0054] 《色差の測定》

分光測色計C M —7 0 0 D (コニ力ミノルタ製）を用い、製造 した直後の

ものと、アルミ （7 m ) 積層フイルムにて包装 し5 0 °Cで 1 日間保存 した

ものとの色差 ∆ E を測定 した。

[0055] 《入浴時における肌感触》

各浴用剤 4 5 g を、 4 0 °C、 6 L の浴水に溶解 した浴水に、健常肌の者 3

名により、 1 5 分間入浴 してもらい、入浴中の肌の感触 （潤いのある油性感

の高い滑らかなものであることを実感できる感触）を以下の基準で官能評価



し、平均点を求めた。かかる値が低 いほど、良好な結果であることを示す。

1 ：非常になめ らか

：なめ らか

3 ：どち らとも言えない

4 ：あまりなめ らかでない

5 ：なめ らかでない





[0
05
7]

[表
3] 瞓 纖«ま



変色の抑制効果、及び入浴時における肌の感触 を良好なもの とする効果 を/

ランスよ く発揮することがわかる。



請求の範囲

[ 請求項 1] 次の成分 （A ) 、 ( B ) 及び （C ) ：

( A ) ジ ンセ ノシ ドR g 3 及び / 又 はジンセ ノシ ドR h 2 合計で

0 . 0 0 0 0 1 質量％以上 0 . 5 質量％以下、

( B ) 炭酸塩 中の炭酸 ジァルカ リ金属塩の含有量が 3 0 質量％以上

である炭酸塩、及び

( C ) 有機酸

を含有 し、 ジンセ ノシ ドR b 2 、 R b 1 、 。及び ¾ づと、 ジンセ ノ

シ ドR g 3 及び R h 2 の質量比 （（R b 2 + R b 1 + R c + R d )

( R g 3 + R h 2 ) ) が 0 以上 3 0 以下である浴用剤組成物。

[ 請求項2] さ らに、 （D ) 色素 を 0 . 0 0 1 質量％以上 0 . 1 質量％以下含有

するか、或いは （D ) 色素 を含有 しない請求項 1 に記載の浴用剤組成

物。

[ 請求項3] さ らに （E ) 水溶性高分子を含有する請求項 1 又 は 2 に記載の浴用

剤組成物。

[ 請求項4] 成分 （B ) 以外の成分が、成分 （E ) によ り被覆 されてなる請求項

3 に記載の浴用剤組成物。

[ 請求項 5] 成分 （E ) が、ポ リエチ レング リコールである請求項 3 又 は 4 に記

載の浴用剤組成物。

[ 請求項6] ジンセ ノシ ドR b 2 、 R b 1 、 。及び ¾ づと、 ジンセ ノシ ドR g

3 及び R h 2 の質量比 （（R b 2 + R b 1 + R c + R d ) ( R g 3

+ R h 2 ) ) が、 0 以上 1 0 以下である請求項 1 〜 5 のいずれか 1 項

に記載の浴用剤組成物。

[ 請求項7] ジンセ ノシ ドR g 3 及び / 又 はジンセ ノシ ドR h 2 が、ォタネニン

ジンか ら得 られるものである請求項 1 〜 6 のいずれか 1 項 に記載の浴

用剤組成物。

[ 請求項8] 成分 （C ) が、 クェン酸、 リンゴ酸、 コハ ク酸、及び フマル酸か ら

選ばれる 1 種又は 2 種以上である請求項 1 〜 7 のいずれか 1 項 に記載



の浴用剤組成物。
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